
発注者 受注者 意識 ズ発注者と受注者の意識のズレ
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CALS
☆入札情報サービス

☆電子入札

☆電子納品

☆情報共有☆情報共有

情報のデジタル化



何を目指してるの？

コストの削減

業務の効率化

品質の向上品質の向上



CALS のメリット

デジタル化のメリットを知らなければ損をする。

なぜ文書は PDF形式なのか？

なぜ写真までファイルで提出するのか？

なぜ図面は SFC形式な か？なぜ図面は SFC形式なのか？

理由を知れば が見える理由を知ればメリットが見える



受注者の注意点

発注者がすべて分かっているわけではない。

発注者も私たち同様に悩んでいる発注者も私たち同様に悩んでいる。

教えてもらえると思うのは間違い！

人まかせでは泥沼へ人まかせでは泥沼



まず、ルールを知る

納品要領やガイドラインを必ず読む！納品要領やガイドラインを必ず読む！



事前協議は必須です

最初の第一歩が大事！

よく分からないからこそ打ち合わせる。よく分からないからこそ打ち合わせる。

分かったふりはダメ！

言うべきことは最初に伝える。（あとの祭り）



電子納品は難しくない

電子納品は目的ではない電子納品は目的ではない

デジタルデータの活用デジタルデ タの活用

ル ルに基づいた運用をすればルールに基づいた運用をすれば
自然に成果は出来上がる。

最終成果


